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昨年、議会より藤巻町長へ提出をしました「公共交通に関する提言」その後について質問！！―つづき―

地域公共交通計画以外の上位計画となる様々町に関
わる他計画についても充実させなくてはならないの
で、整理をした中でしっかりとした方向性を導いていき
たい。

答え
検討をしていくならば、地域公共交通計画マスタープ
ランを策定すべきでは。

問い

民間事業者による実証実験は、３月31日までとなって
おり、今後、事業者より報告がされる予定となってい
る。
事業者が今後、本格的稼働へ移行するか町としても動
向について注視して検討していきたいと考えている。
仮に事業者が本格稼働する場合は、やはり輸送業の
プロに委ねることが賢明であると考えるので、必要に
応じ、町としても全体的な住民等の移動の確保につい
て何らかの協力は必要と考えている。

答え
民間企業によるデマンド交通の実証実験が行われた
後、結果を町も把握するが、この結果を反映した事
業を町として行っていく考えがあるのか。

問い

　この結果を踏まえ、鋭意策定中であるが、令和５年
度からスタートする第６次長期振興計画で、目指すべ
き10年後の町の将来像を実現すべく、交通政策につ
いては重点項目の１つとして位置づける予定である。
デマンド交通を検討していく。

答え
町では第６次長期振興計画策定に際し、町民の皆様
や別荘所有者の方にアンケート調査を行った。その中
の住みにくい理由で「公共交通が不便」という回答が
町民の方が52.8％、別荘所有者の方24.5％という結
果で、自由意見の中でも渋滞対策とともに公共交通の
不便を訴える意見が多かった。
今回のアンケート調査での多数の意見を町の根幹とな
る第６次長期振興計画に反映はさせないのか。

問い


